







































































は Ar. の実践哲学に依拠した彼の教育思想の紹介がみられる 6) 。それは、Ar. の
教育思想を探るための叙述が『ニコマコス倫理学』と『政治学』に集中している
からである。事実、教育関連語の出現頻度としてはこの二作品で Ar. 著作集全体









































































































































された欲求・感情とは対比させられる（NE I13, 1103a1-3; NE I7, 1098a4-5）。第一
の観点を踏まえ、Ar. は第二の観点を導入する。それは、徳の二つのタイプであ
る（NE I13, 1103a3-10）。一つは、理性に従うとされた魂の部分に関する「性格






































































は「思案 である（NE VI5, 1140a30-31; III3, 1112b2-7; VI1, 1139a12-13）。
この遂行形式の作動領域は原理が普遍妥当的でない領域、たとえば、物事の成立
の是非が我々の知覚によって確かめられたり、その是非が我々次第であるような









































































































































6)  た と え ば、Noddings 2007; Curren ed. 2007, 77-82; Cahn ed. 2009, 109-158; Joyal, 
McDougall, and Yardley 2009, 96-97, 116-120 を参照。
7)  アリストテレス著作群における教育関連語の出現頻度分析の詳細については、その
統計的調査をおこなった Tachibana (2012a, Appendix I) を参照。
8)  I5, 1216b2-21. 同様の批判は、『二コマコス倫理学』二巻四章（1105b12ff.）において、
ソクラテス的主知主義が（習慣づけによる）教育を軽視しているというかたちでみら
れる（Nussbaum 1980, esp. 80-81 を参照）。




教育理論全体である。それゆえ、Jaeger (1933-1947) が「παιδεία」の訳語を「die 
(menschliche) Erziehung」としながらも、その中心的含意を「die Formung/Bildung des 
griechischen Menschen」(Vorwort, S. 5) とし、また自身の研究を「die Wesenserkenntnis 





が啓発されるという意味での教育的側面（Hadot 2002; 荻野 2009）については、重要
90
な問題であることには同意しながらも、紙幅の都合などにより本稿では論じられない。
11) 同様の見解として Broadie and Rowe (2002, 263 [note on 1094a14-15, 16]) を参照。
12) 第三の候補については第十巻で検討される。この点については本稿でも後に触れる。
13) 『弁論術』で「倫理学は政治学と呼ばれるのがふさわしい」言われている（Rhet. I2, 
1356a26-27）。
14) この規定そのものは他の箇所や他の著作でもみられる（NE I9, 1099b26-27; EE II1, 
1219a38-39, b1-2; Pol. VII8, 1328a38）。







18) 同様の見解はプラトンにも見られる（Rep. 353c; cf. 352e-353d）。
19) これらトピックに関する先行研究の文献リストについては、Barnes (ed. 1995) を参
照。
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